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「ガバナー補佐卓話」 第四分区ガバナー補佐　太田晴久様

※お話の全文はホームページに掲載いたしました。
　「活動情報→クラブフォーラム」

　今期井上雅雄ガバナーは、ロータリーの原点に帰ることを強く望まれております。そこで、私たちももう一度ロータリーを簡

単に振り返ってみたいと思います。

　1905年、ポール・ハリスは、ポールの知人で顧客のシルベスター・シール（石炭商）、ガスターバス・ローア（工業エンジニア）、そ

してガスターバス・ローアの知人、ハイラム・ショウレイ（仕立業）の四人でロータリーを誕生させたことは、皆様がよくご存知の

とおりです。その後、印刷業のハリー・ラグルスが入会します。この人は1947年1月27日ポール・ハリスが亡くなられたとき、唯

一の創立会員だったそうです。

　私たちは、このロータリーの101年を振り返るとき、ロータリーの精神的な基盤となった功労者を忘れることはできません。

　それは、なんといっても3歳のポール・ハリスを引き取り育てた、祖父母のハワード・ハリス、パメラ・ハリス、はロータリーの

基礎を築いた最大の功労者、と言う事が出来ると思います。

　しかし、ロータリーには、社会に有用な団体の必要性を説いた、アーサーF・セルドンや、財団の父と呼ばれるアーチ・クランフ

、四つのテストの規範を考え出したハーバートJ・テーラーを始め、多くの功労者がおりますが、忘れてはならない人物がもう一

人おります。それは、ロータリーを精魂傾け育て、拡大していったチェスリーR・ペリーです。

　このチェスリーR・ペリーは1909年、事務局長に推薦され、32年間ポール・ハリスと行動を共にしてきた人物です。彼の25年間

はすさまじく、土曜日曜は言うに及ばず、祝日も、夜間もロータリーの為に働き続け、25年間の間に1回の休暇を取っただけだそ

うです。こうした献身的な一人のロータリアンの努力によって、ロータリーは世界へ拡大していったのです。

　もし、チェスリー・ペリーがいなければ、今日のロータリーは無かった。と言っても過言ではありません。

　ポール・ハリスは「ロータリーを設計したのは私ですが、実際にロータリーを作っていった施工主は、まさに事務局を担当した

チェスリー・ペリー」だと言っております。

　ロータリーは、少年の心で寄り添う本当に暖かな、友情を持った人々の集まりであります。ポール・ハリスは、ウォーリングフ

ォードで育った牧歌的で純真で温かな人の心を、シカゴというアメリカ第二の都市で、ロータリーという輪の中に少年の心を求

めたのは確かです。そして親睦を通して生まれた友愛と、誇り高き職業倫理を持つロータリアンが誕生し、そこに善意が生まれ、

力強いエネルギーとなって、初めてロータリーの歯車は大きく、ゆっくりと回転しはじめたのです。今168カ国3万2千（32,462）

のクラブという歯車は、120万人ロータリアンの皆様の善意によって、RIという大きな歯車を回転させ、ロータリーという「永遠

の生命」を、いま世界に輝きわたらせているのだ。と私はそのように思っております。

　ベンジャミン・フランコ・コリンズは、1911年、ポーランド国際大会でロータリークラブは「無私の奉仕」（Service Not Self）

を根本精神として結成されねばならない、と強調されました。これは、1950年デトロイト国際大会で「超我の奉仕」として採用さ

れます。

　しかし、考えてみますと日本ではすでに、8世紀後半から9世紀にかけて（767～822）活躍された、伝教大師最澄が「己を忘れて

、他を利するは慈悲の極みなり」と言っております。そして、このような「忘己利他」という精神は、また日本の武士道の根幹を成

す精神でもあります。この「忘己利他」の精神は、まさにロータリーの「

超我の奉仕」の精神に合致するものであり、武士道の著者、新渡戸稲造

が最も主張したかった「仁」の心に通ずる精神ではないでしょうか。

　私たちは、それぞれの天職を持ったロータリアンの集まりです。私た

ちが毎週行っている例会は、ロータリアンの熱い友愛と高い職業倫理

の下で心を磨き、一人ひとりが善意を確かめ合い、アイサーブに励む。

それがロータリアンの本来の姿ではないかと思います。そして私たち

は、善意というエネルギーを常にロータリーと言う歯車に与

え、永遠に輝く生命として、ロータリーを廻し続けようではあ

りませんか。

　私たちがこれからも爽やかに生きるために、最後に万葉集

から引用させて下さい。

　「一つ松いく世かへぬる吹く風の　音の清きは歳深みかも」　市原　王

　私たちはロータリーを通して清々しく、爽やかな歳を重ね、

充実した人生を送ることができたら大変素晴らしいことだと

思っております。


